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渭
和
三
年
生
ま
れ
の
私
の
記
憶
に
残
る
根
津
権
現
の

よ
祭
り
は
、
た
し
か
昭
和
七
年
か
ら
、
昭
和
十
五
年
く

ら
い
ま
で
で
は
な
い
か
と
思
う
。
根
津
権
現
の
大
祭
は

九
月
二
十

一
日
で
、
神
社
で
は

，
■
こ
の
日
に
大
祭
●

餞
式
が
と
り
行
わ
れ
て
い
る
。
本
祭
り
と
が
、
か
げ
祭

り
と
い
う
の
は
、
卜
祝
い
す
る
我
々
氏
子
ｏ
側
の
都
合

で
、
祭
礼
は
、
や
社
で
は

，
年
々
々
同
じ
に
晟
式
を
行

っ
て
い
る
の
が
本
来
で
あ
る
●
の
も
の
で
あ
る
。
記
憶

に
間
違
い
が
た
け
れ
は
、
根
津
権
現
余
は
、
昭
和
七
年
、

九
年
、
十

一
年
Ｌ
、
奇
数
年
に
大
祭
が
あ

っ
た
と
思
う
。

当
時
は
、
今
日
Ｌ
異

っ
て
、
交
■
〓
情
も
へ
っ
た
く

，

も
な
い
か
ら
、
祭
礼
は
ち

ゃ
ん
と
九
月
二
十

一
口
に
行

わ
れ
た
。
そ
の
近
く
の
上
　
口

，
こ
ん
て
や
る
よ
う
に

な

っ
た
の
は
、
戦
■
も
最
近
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。

通
学
し
て
い
る
小
学
校
の
氏
神
様
の
日
に
は
、
学
校

は
休
み
Ｌ
な

っ
た
０
て
、
子
ま
た
ち
は
、
朝
か
ら
祭
ク

支
度
を
し
て
、
山
車
■
■
い
た
り
、
神
興
オ
か

つ
い
て

町
内

，
廻

っ
て
ら
る
く
こ
と
が
で
き
た
。
根
津
、
汐
見
、
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追
分
、
励
本
な
ど
の
各
小
学
校
は
、
九
月
二
十

一
日
は

ま
休
み
だ

っ
た
。
私
の
通

っ
て
い
た
識
之
は
、
自
由
神

社
の
氏
子
町
内
に
ぁ

っ
た
が
、
大
会

，
は
や
は
り
九
月

二
十

一
日
な
の
で
、
休
み
と
な

っ
た
の
で
助
か

っ
た
こ

と
十
想
い
出
す
。

現
在
も
根
津
権
現
に
保
存
さ
れ
て
い
る
三
基
●
宮
神

質
は
、
何
れ
も
六
代
将
軍
家
宣
公
寄
進
と
い
う
入
神
興

て
、
合
輪
寸
法
は
百
六
十

一
ｔ
／
チ
、　
つ
ま
り
五
尺
三

寸
大
で
、
都
内
で
の
最
大
０
神
興
て
ら
る
ば
か
り
て
な

く
、
宝
永
年
間
０
件
と
し
て
も
、
極
め
て
貴
重
な
も
の

で
、
こ
の
「
真

の
う
ち

一
基
が
、
戦
前
の
大
祭
に
は
、

隔
年
で
、
氏
十
詢
「
を
か

つ
か
れ
て
渡
何
し
た
。
か
つ

ぐ
棒
は
四
本
で
は
な
く
二
人
棒
で
、
自
装
東
に
黒
い
鳥

帽
子

（
え
に
し

）
を
か
ぶ

っ
た
駕
真
丁

（
が
よ
ち
ょ
う
）

に
依

っ
て
、
し
づ
し
つ
と
か

つ
か
れ
て
渡
御
し
た
。
若

栞
か
＝
芦
勇
ｔ
し
く
か

つ
ぎ
処

っ
た
の
で
は
な
か

っ
た

に
し
て
も
、
矢
張

，
神
興
は
、
か
つ
か
れ
て
こ
そ
値
打

ち
の
あ
る
ヽ
の
で
、
か
つ
け
な
い
て
渡
“
す
る
の
は
恥

づ
か
し
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ら
の
大
き
な
、
ま
る
て

家
み
た
い
た
０
が
、
ゆ

っ
さ
ゆ
っ
さ
と
揺
ら
れ
て
目
の

前
を
通
り
過
ぎ
る
時
に
は
、
驚
０
と
ヽ
感
動
と
も
つ
か

な
い
も
の
が
全
身
に
伝
わ

っ
て
き
て
、
あ
れ
か
ら
半
世

紀
も
経

っ
た
今
日
で
ヽ
、
あ
の
場
面
を
は

っ
き

，
と
覚

え
て
い
る
の
だ
か
ら
大
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
宮
資
輿

は
、
蓬
末
町
会

へ
は
、
医
大
の
友
上
か
ら
真
直
ぐ
西
へ

来
て
、
藤
矢
さ
ん
の
や

っ
て
い
た
草
津
湯
の
角
た
ス
に

沿

っ
て
右
折
、
人
に
現
在
の
田
中
歯
科
医
院
の
土
を
左

折
し
て
、
旧
電
車
通
り
に
出
て
行

っ
た
。
富
神
輿
が
近

つ
く
と
、
そ
れ
に
先
立

っ
て
、
電
線
工
が
た

っ
て
き
て
、

路
■
に
渡
さ
れ
た
低
い
電
機
や
電
話
線
オ
取
り
は
う
し

て
し
ま
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
旗
竿
の
先
に
二
え
に
な

っ
た
木
を
差
し
込
ん
だ
も
の
で
、
電
線
を
上
に
持
ち
上

げ
る
掛
り
の
人
た
ち
ヽ
数
人
や

っ
て
き
た
。

蓬
恭
町
の
神
酒
所
は
、
現
在
の
田
中
歯
料
医
院
の
場

所
て
、
そ
こ
に
は
、
戦
前
は
鯨
井
経
師
屋

（
表
具
店

）

が
あ

っ
た
。
町
の
中
の
細
か
い
こ
と
は
、
ま
た
後
口
述

べ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
の
小
さ
な
四
辻
は
、
戦
前
の
蓬

案
町
南
部
地
区
で
は
、
結
構
賑
や
か
な
場
所
で
あ

っ
た
。

東
北
角
の
現
在
船
橋
さ
ん
の
■
事
場
は
戦
前
は
、
森
川

肛
０
本
郷
館
と
同
し
く
木
造
二
階
建
て
の
下
宿
、
菊
池

０
さ
い
さ
ん
の
経
営
し
て
い
た
第
二
初
音
難
で
、
東
南

角
は
、
さ

つ
な
い
も
の
■
性
さ
で
知
ら
れ
た
青
不
（
？
）

八
百
屋
が
あ

っ
た
。
残
る
西
南
角
に
は
煙
草
屋
が
あ

っ

て
、
■
の
前
に
二
台
程
ガ
テ
ャ
１
／
（
今
回
０
バ
チ
ン

コ
）
が
置
い
て
あ

っ
た
。
現
在
、
東
大
正
門
前
の
万
定

果
物
店
と
井
上
古
書
店
と
つ
撲
丁
に
鯨
丼
長
具
店
が
あ

る
の
で
、
先
年
、
私
が
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
鯨
丼
さ

ん
は
、
蓬
泰
町
の
鯨
丼
さ
ん
の
征
兄
弟
で
、
蓬
茉
町
の

航
井
さ
ん
は
、
戦
後
は
熊
谷
市
に
移
ら
れ
て
、
健
在
と

い
つ
こ
と
で
あ

っ
た
。

開
話
休
題
、
鯨
井
経
師
Ｈ
は
、
お
奈
り
と
な
る
と
、

店
の
下
に
真
ル
を
び

っ
し
り
ま
さ

つ
め
、
青
竹
で
閂
（
か

ん
ぬ
き

）
を
作

っ
て
、
軒
に
は
尺
玉
の
赤
掟
灯
●
連
ね
、

中
に
町
会
の

，
実
を
飾

っ
て
い
た
。
御
本
社
神
奥
は
、
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町
会
の
神
酒
所
の
前
で
、　
一
時
体
止
し
て
、
町
会
役
負

は
代
表
し
て

，
払
い
●
受
け
る
の
で
、
神
幸
●
道
筋
は
、

大
概
、
り̈

，
神
洒
所
●
前

，
■
る
様
に
な

っ
て
い
た
。
ら

●
御
本
社

，
ュ
が
、
現
在
し
て
、
今
日
で
も
我
々
び
キ

め
る
の
は
倖
せ
た
こ
と
だ
が
、
せ
ひ
か
つ
か
れ
て
翌
辛

さ
れ
る
こ
と
十

，
撃
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
う
０
大
絆
輿

の
胴
に
か
た

，
大
く
て
、
標
準
の
大
入
な
ら
、
ら
ぐ
ら

を
か
い
て
中
て
■
れ
る
た
の
大
き
さ
で
あ
る
。

蓄
ヽ
町
の
町
会
神
要
は
、
戦
前
は
、
現
在
も
あ
る
大

人
の
神
輿
と
、
町
内
の
鉄
冶
屋
の
福
島
さ
●
●
手
造
り

の
小
人
神
興
つ
二
基
が
あ

っ
た
。
大
人
Ｃ
や
Ｌ
は
、
昭

和
二
年
の
今
■
天
皇
御
大
共
●
年
に
、
蓬
案
町
の
南
の

地
区
の
人
た
ち
に
依

っ
て
新
調
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら

れ
る
も
の
で
、
従

っ
て
台
菫
の
金
具
に
は

「
有
志
」
と

い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
黒
●
４
の
二
尺
人
の
や

輿
で
あ
る
が
、
古
丼
”
た
形
で
、
四
方
扉
Ｌ
な

っ
て
い

て
、
現
在
で
は
ら
れ
だ
け
の
品
格
は
出
せ
な
い
と
思
わ

れ
る
名
品
で
あ
る
。

一
年

，
さ
の
人
祭
に
は
、
各
町
連
合
神
興
が
行
わ
れ

た
。
集
合
場
所
は
、
住
友
銀
行
板
の
人
■
音
通
り
で
、

第

一
著
ま
嘉
町
、
第
　
■
駒
込
市
場
、
見
二
番
本
郷
肴

町
、
第
四
番
は
忌
み
嫌

っ
て
次
番
、
第
二
番
は
わ
が
蓬

栞
町
、
第
六
番
は
、
■
千
駄
木
、
以
下
は
中
千
駄
木
、

下
千
駄
木
、
追
分
■
、
東
片
町
な
ど
が
続
い
て
い
た
。

当
時
の
十
祭
り
は
、
十
日
で
あ

っ
て
、
、
界
限
は
祭

一
色
に
奄
ク
つ
ぶ
さ
れ
、
万
灯
や
半
天
、
半
ダ
ヨ
や
花

笠
を
売
る
連
ひ
屋
台
が
、

，
町
の
角
や
　
度
学
部
の
路

上
に
出
て
い
た
の
が
印
象
”
だ
。

第

一
番
の
浅
嘉
町
は
、

「
■
物
店
」

（
っ
ち
、
の
だ

オ

）
と
俗
に
言
わ
れ
た
オ
果
市
場
を
控
え
た
盛
業
の
■

地
柄
て
、
町
会
役
■
●
派
手
た

「
首
ぬ
さ
」
を
誇
ら
し

け
に
、
先
頭
ｉ
受
け
持

つ
の
に
恰
好
な
町
会
で
、
行
列

は
、
大
親
音
這

，
■
左
折
し
て
、
電
車
通
り
を
真
学
部

前

へ
、
そ
れ
か
ら
た
″
し
て
、
弥
生
町
、
下
●
茅
田
か

ら
池
之
瑞
七
軒
町
へ
出
て
、
根
津
０
遺

，
■
宮
本
町
、

八
●
垣
町
と
慎
御
し
て
、
表
円
か
ら
神
社
参
拝
し
て
、

逐
次
解
散
に
な

っ
た
も
の
Ｌ
思
う
。
第
二
番
の
駒
込
市

場
の
神
輿
は
大
し
た
も
の
で
、
私
●
子
供
●
時
の
記
憶

を
Ｌ

っ
て
み
る
と
、
今
輪
は
恐
ら
く

二
た
五
寸
大
で
、

屋
根
枚
か
権
現
様
の
卍
巴
（
な
ん
じ
ど
も
え

）
を
三

っ

ヽ
い
て
属
り
、
二
交
代
も
二
交
代
も
い
る
者
衆
ぴ
前
後

●
薔
画
し
て
の
波
御
風
景
け
勇
ま
し
く
、

「
そ
れ
そ
れ
、

市
′
ｏ
神
奥
だ
よ
、
と
い
て
と
い
て
、
道
を
も

っ
Ｌ
生

け
て
く
れ
」
と
、
も
の
壼
い
勢
い
て
か
つ
か
れ
て
来
た

０
，

想
い
出
す
。
こ
の
青
果
市
場
は
，
現
在
の
駒
本
小

学
校
の
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
が
、
昭
和
十
二
年
に
東
鳴
の

北
●
豊
島
市
場
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
ら
の
神
真
は
惜

し
く
ヽ
戦
災
で
有
鳥
に
帰
し
た
と
い
う
。

第
二
番
の
肴
町
の
は
、
現
在
も
う
る
名
品
で
、
池
之

端
七
軒
町
に
い
た

「
官
松
」
が
格
え
た
、
細
■
●
凝

っ

た
，

輿
て
、
石
屋
つ
酒
井
八
右
衛
円
さ
ん

（
根
絆
権
現

そ
０
他
に
大
水
稿
を
納
め
た
、
東
京
で
ヽ
著
名
な
人

）

０
肝
入
´
で
昭
和
五
年
に
作

っ
た
神
輿
で
あ
る
。

わ
が
蓬
案
町
は
、
戦
●
は
暫
ら
く
、
金
子
の
Ｆ
ゃ
Ｌ

さ
ん
が
持

っ
て
い
た
●
、
戦
前
は
、
「
幣

（
●
ん
ぺ

）

を
持

っ
て
い
た
の
は
、
湾
口
理
髪
店
０
■
代
で
、
大
変

ｔ
ｒ
祭
り
好
き
、
蓬
泰
町
独
自
の
直
“
の
Ｌ
は
、

「
本

来
は
、
こ
れ
て
町
内
巡
幸
は
終
わ
０
と
ま
し
ま
す
が
、

若
し
、
み
な
さ
ま
が
「
黄
同
Ｆ
さ
れ
は
、
本
椰
三
丁
目

か
ら
旭
之
瑞

へ
山
て
、
遠
栞

，
と
参
り
ま
す
●
「
何
ｉ

ヽ
の
で
ご
ざ
い
ま
し
１
う
」
と
、
皆
か
贅
成
す
る
の
を

ち

ゃ
ん
と
Ｗ
存
¨
て
、
■
ん
な
こ
と

，
メ
ガ
ホ
ン
を
片

手
に
咲

っ
て
か
ら
、
遠
征
し
た
も
の
た
。
人
抵
●
人
々

は
、　
一日
は

「
わ

っ
し
．
い
、　
わ

っ
し
ょ
い
」
の
Ｒ
Ｉ
μ
で

か
つ
い
だ
も
の
た
と
い
ぅ
こ
Ｌ
が
多
い
が
、
落
栞
町
で

は
、
子
供
の
■
分
は
い
ざ
知
ら
ず
、
大
人
に
な

っ
て
か

ら
は
、

「
わ

っ
し
ょ
い
」
は
恰
好
が
思
い
の
で

「
〓
や

さ
　
こ
り

，
さ
　
●
ゃ
さ
　
こ
り
ゃ
さ
」
と
か
っ
い
て

い
た
ｏ
当
時
は
、
ド
「
か
ら
ヽ
酒
は
飲
み
放
電
だ

っ
た

か
ら
、
若
衆
が
途
中
て
、
突
然
よ
う
け
た
り
、
膝
を
■

と
す
０
で
、
神
興
が
急
‘
傾

い
て
危
険
な
こ
と
が
哲
々

あ

っ
た
。
私
は
子
■
の
時
か
ら
背
が
高
か

っ
た
の
で
、

日
中
戦
争
が
始
ま

っ
て
か
ら
は
七
衆
ヽ
山
征
し
て
、
か

つ
ぎ
手
が
足

，
な
く
、
早
く
、
大
入
の
神
興
な
朝
か
ら

晩
ま
で
か
つ
い
て
い
た
。
今
日
て
は
出
延
日
だ
が
、
戦

前
は
背
が
［
く
な
い
と
、
神
興
の
前
体
に
は
入
れ
な
か

っ
た
。

こ
れ
て
な
い
と
、
■
真
●
前
の
方
●
一凸
く
な
ら

な
い
か
ら
、
兄
●
日
に
■
好
を
よ
く

，
る
た
め
で
あ

っ

た
。
何
し
ろ
朝
出
た

っ
き

，
、
夕
方
に
な

っ
て

，
酒
所

に
帰

っ
て
来
る
ま
で
長
丁
場
で
波
御
し
た
。
遠
乗
り
け

神
社
参
■
が
名
目
て
、
そ
う
で
な
い
と
他
町
隧
を
そ
ん
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な
に
堂
々
と
渡
御
で
き
な
か

っ
た
。
昼
食
は
弥
＋
町
●

異
人
坂
●
上
の
、
中
島
弥
国
浜

（
エ
ロ
雄
十
の
娘
婿
で

大
蔵
大
臣

）
の
ｉ
邸
で
御
馳
た
に
な
っ
た
と
思
う
も

途

中
、
電
車
通
り
で
は
、
市
電

，
五
、
六
台
伸
め
な
け
れ

ば
と
が
な
い
様
に
Ｌ
て
い
た
。

蓬
葉
町
●
よ
に
は
、　
■
千
　
中
千
　
下
千

（
か
ネ
せ

ん
　
な
か
せ
ん
　
し
ヽ
せ
ん

）
の
三
ネ
０
兄
弟
神
興
が

続
い
て
、
こ
れ
が
な
か
な
か
姜
し
か

っ
た
。
現
在
千
駄

木
町
４
に
あ
る
■
尺
五
寸
の
大
沖
真
を
、
千
駄
本
町
は

三
基
揃
え
て
持

っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
今
考

え
る
と
惜
し
い
の
は
、
追
分
町
の
三
人
の
大
神
輿
で
、

唐
破
風
造

，
で
、
軒
下
の
欄
問
の
青
い
龍
す
な
か
な
か

印
家
的
だ

っ
た
。
渋
木
八
百
屋
の
大
羹
の
若
八
な
ど
が

東
に
な

っ
て
、
重
そ
ぅ
な
，
本
当
に
生
々
と
し
た
神
興

だ

っ
た
が
、
戦
争
中
、
軍
に
献
納
Ｌ
て
Ｌ
査
い
、
今
は

■
総
屋
関
酒
店
に
記
念
写
真
を

一
枚
残
す
の
み
と
な

っ

た
。戦

争
が
ま
た
ま
化
し
た
い
昭
和
十
三
、
四
年
嘔
ま
で

は
ま
た
食
べ
物
も
あ

っ
た
し
、　
ォ
酒
も
あ

っ
た
。
大
会

で
は
■
い
が
、

「
南
■
■
隋
落
」
の
時
に
は
、
京
都
で

は
淀
灯
行
列
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
蓬
栞
町
で
は
神

真
を
出
す
こ
と
と
な
り
、
一枚
、
暗
く
な

っ
て
か
ら
、
■

祓
い
を
受
け
、
夜
道
を
か
つ
い
て
町
会
に
や
要
を
持

っ

て
来
た
の
が
強
く
印
象
に
残

っ
て
い
る
。
途
中
、
三
谷

●
い
わ
ち
ゃ
ん

（
嵌
さ
ん

）
の
酒
屋
の
前
で
は
、

「
酒
や
●
ウ
ち
ん
は
　
塩
ま
い
て
ま
く
れ
」
の
で
ま
り

文
●
〓
叫
ん
で
、
頭
か
ら
塩
た
０
け
ら
れ
た
の
を
想
い

出
す
０
て
あ
る
。

（
別
に
い
わ
ち
ゃ
ん
の
店
は
そ
ぅ
で

は
な
か

っ
た
が
、
ど
ん
な
酒
屋
の
前
で
も
必
す
こ
う
叫

ん
だ
。　
）

明
治
百
年
を
迎
え
た
昭
和
四
十
三
年
の
大
余
Ｏ
Ｌ
に

は
、
私
は
そ
の
日
で
、
丁
‘
四
十
オ
に
な
る
の
で
、
溝

口
さ
ん
や
、
赤
城
さ
ん
に
頼
ん
で
半
天
を

一
■
ま
わ
し

て
点

っ
て
、
蓬
案
町
の
や
真
を
か
つ
が
せ
て
貰

っ
た
。

今
つ
か
つ
ど
方
は
、
矢
鱈
と
飛
ん
だ
り
跳
れ
た
り
で
、

戦
前
つ
、
一ヽ
丁
場
を
か

つ
ぐ
半
か

つ
と
で
は
な
い
の
で
、

卜
祭
り
が
す
ん
て
か
ら
二
、
三
曰
這

っ
て
歩
く
た
、
か

ら
た
中
か
い
た
ん
だ
。
子
供
の
時
に
か
ら
だ
て
党
え
た

こ
と
は
、
幾

っ
に
な

っ
て
も
忘
れ
な
い
も
０
で
ぁ
る
。

一ハ

句
長
谷
川
　
峠̈
太
郎

湯
帰
り
０
女
の
０
い
と
す
れ
違
い

橋

一
っ
越
え
れ
ば
国
の
名
も
変
り

名
月
や
立
小
便
、
出
来
か
れ
る

観
光
ｍ
ガ
イ
ド
の
卜
民
に
つ
い
て
行
く

花
嫁
は
ア
ル
バ
ム
ど

。
さ
り
持

っ
て
来
る

月
牙
え
て
財
市
は
牙
え
ぬ
秋
の
夜

昭
和
３
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で
（
４
か
月
間

）

昭
和
８
年
住
宅
統
計
調
査

に

つ
い
て

給
理
″
統
計
局
に
■
い
て
、
昭
和

２３
年
以
来

５
年
ご

と
に
行

っ
て
い
る
調
査
で
す
が
、
本
年
が
そ
の
調
査
年

に
あ
た

，
ま
す
。

文
京
区
役
所
か
ら
当
町
会
に
調
査
員
の
依
頼
が
ら

，

ま
し
た
の
で
、
当
町
会
役
員
が
指
定
地
域
の
調
査
に
伺

い
ｔ

，
。
そ
の
節
に
は
●
協
力
下
さ
い
ま
す
様
卜
顧
い

中
し
上
げ
■

，
．

調
査
日
は
、

１０
月
１
日

，
在
で
す
が
、
調
査
票
は
９

月
末
日
ま
で
に
■
配

り
し
ま
す
。
■
日
の
回
収
い
ま
で

に
ご
記
載
順
い
ま
す
。

７
／

Ｈ
　
駒
込
防
犯
協
会
防
犯
運
動
打
０
せ
会
議

９
／
１２
　
本
郷
消
防
協
会
私
の
防
火
運
動
打
合
せ
会
議

８
／
３．
　
区
役
所
設
置
つ
町
内
街
頭
消
火
器
の
保
守

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

７
／

Ｈ
　
防
犯
運
動
の

一
業
と
し
て
行
わ
れ
た
防
犯

バ
ン
ー
ド
に
防
犯
部
、
婦
人
部
が
参
“
い
た
し
ま
し
た
。



Ｌ
　
６
月
中
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
日
本
赤
十
字
専
金
額

は
、
次
の
と
ヽ
り
で
し
た
。

金

一
二
二
、
八
五
●
円
也

２
　
文
京
区
主
擢
の
故
老
天
ぶ
ら
会
は
、
９
月
・２
口
に
行

わ
れ
、
婦
人
部
が

，
手
伝
い
な
い
た
し
ま
し
た
。

３
　
本
年
も
町
会
貫
の
長
オ
●
方
々
の
益
々
の
こ
健
康
と

故
意
を
表
し
、
町
会
ょ
り
さ
さ
や
か
な
か
ら
れ
品
を
Ｉ

嘔
り
い
た
し
ま
す
。

「
敬
老
の
日
」
ｏ
ｔ

，

と
し
て
。

■
　
●
／
・３
２
ら
／
２２
　
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
期
間
中
に
は
、
交
通
部
　
婦
人
部
の
部
員
●

町
内

の
交
通
安
全
の
普
及
に

，
め
ま
し
た
。

２
　
秋

●
交
通
安
全
運
動
は
、
来
る
９
レ／

２．
，
９
／
∞
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
重
点
指
導
項
』
は
、
二
輪
車

の
正
し
い
運
転

マ
ナ
ー
、
車
線
の
順
守
、
無
謀
運
転
の

取
締
り
、
●
■
に
交
通
事
故
根
絶
の
た
め
、
安
全
歩
行

・
運
転
に
心
掛
け
た
い
も
つ
て
す
。

本
年
も
町
内
皆
様
の
ご
協
力
■
賜
り
ま
し
て
、
恒
例
盆

踊
り
を
り
／
２‐
，

，
／
２３
つ
３
日
間
、
賑
や
か
に
催
す
こ
と

が
出
来
ま
し
て
試
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
日
間
の
多
加
延
人
員
は
、
約
１
５
０
０
名
と
盛
会
で

あ

っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
■
き
ま
す
。

ι
／
・２

本
郷
保

健
所
か
ら
殺
虫
剤

の
配
付
が
あ

り
ま

し
た

の
で
、
地
域
担
当
■
■
を
通
し
各

ご
家
庭
に
よ
配

り
し
ま
し
た
。

文
化
部
で
は
、
月
１
回
の
予
定
で

「
俳
句
の
会
」
な

催
し
て

，
，
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
同
好
の
方
々
の
参
加

，

キ
誘
い
い
た
し
ま
す
。
問
合
せ
は
文
化
部
　
池
日
宅

ヘ

ど
ぅ
そ
。
１０
月
は
２．
曰
（金
）
午
后
七
時
か
ら

■
海
ま
キ

白
苗
に
参
加
出
来
ま
す
。
当
日
会
費
　
五
百
円

当
町
会
に
お
住
い
の
方
で
、
６
月
か
ら
９
月
中
旬

ま
で
の
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方

々
の
ご
氏
名
は
左
記

の
と
■
り
て
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
し
ん
で
弔
青
春
申
し
上
げ
、
ご
冥
福
を
‘
祈
ク

い
た
し
ま
す
。

千
出
尚
隆
様
　
　
■
ｍ
よ
し
様
　
　
学
名
公
恭
様

冨
谷
栄

二
郎
様
　
　
口
川

ひ
な
様
　
　
早
川
清
様

」
ぽ
国
‐部‐
「

九
月
句
会
に
於
け
る
会
員
の
‘

萩
寺
に
な
に
祈

，
■
る
老
夫
婦
　
　
　
　
　
松
場

盆
踊
レ
兵
児
帯
赤
く
鼻
〓
ま
た
　
　
　
　
　
千
重

う
す
紅
の
雨
に

，
す
ご
う
こ
に
れ
ま
　
　
　
笑
子

歓
声
は

コ
ー
ト
に
ひ
び
き
こ
に
れ
萩
　
　
　
ス
エ

残
り
舌
に
ふ
と
ぶ
り
０
け
ば
萩
の
花
　
　
　
広
明

今
育
月
の
故
ュ
想
つ
夫
婦
か
な
　
　
　
　
　
一〓
一

霧
は
れ
て
街
ち
た
た
か
く
う
か
び
出
つ
　
　
貞
子

萩
●
餅
け
の
ぬ
く
も
り
伝
え
来
る
　
　
　
あ
き
ら

本
年
は
、
こ
と
の
ほ
か
残
暑
●
酷
し
い
０
日
で
し

た
が
、
や
っ
と
初
秋
を
感
じ
さ
せ
る
今
日
此
颯
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
方
に
は
季
節
の
替
り
日
、
充
分

ご
自
愛
の
程
オ
。

「
蓬
泰
だ
よ
り
」
で
は
第
４
〓
か
ら
歌
　
句
垣
欄

を
設
け
て

，
り
ま
す
。
ま
た
今
回
け
川
枷
の
ご
泄
稿

ヽ
あ
り
せ
し
た
。

記
行
文
　
自
由
詩
た
ん
な

，
と
皆
様
の
ご
投
稿
を

お
寄
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ら
わ
●
て
、
ご
ｔ

見
等
ヽ
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
文
化
部
う
て
〓
知
ら
せ
下

さ
い
．
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
八
二
二
）

一
〓
ニ
ハ
五
　
池
田

一編
集
委
員
　
小
ホ
音
吉
　
竹
中

一
馬
　
堵
熊
良
晃

高
橋

一
郎
　
翁
　
松
大
　
池
田
　
暉

Ｘ
　
次
回
の
発
行
は
１
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。


